
 

 

２学期がスタートしました！  
 長い夏休みが終わり、学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。１学期末に７人が転校し

ましたが、２学期に転入生１名を迎え、９０２名でのスタートとなりました。 

 さて８月２１日に予定していたＰＴＡ親子奉仕活動におきましては、３００名を超える参加の

ご連絡をいただいていたことに、心から感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症が、予断

を許さない状況であることから、やむなく中止とさせていただきました。そして、現在も感染症

の勢いがとまらない状況が続いています。２学期もしっかりと感染症対策を行いながら、教育活

動の充実に努めてまいりたいと思っております。どうぞ、ご理解、ご協力の程、よろしくお願い

します。 

 

◆◆◆夏休みの校長先生の自由研究◆◆◆ 
 夏休みを使って大好きな老松小学校のことについて調べてみることにしました。テーマは、「も

っと知りたい！老松小学校」です。 

 

① 「光は君たちから」の石碑（昭和２９年：１９５４年） 

校門の入り口にあり、昭和２９年に老松小学校ができた時の初代

校長（三木先生）の時に建てられました。 

②「創立２５周年の石碑」（昭和５３年：１９７８年） 

③「創立３０周年の記念事業」（昭和５７年：１９８２年） 

④「岡山県学校教育功労賞の受賞記念碑」（昭和６３年：１９８８年） 

⑤「倉敷第一病院前にあったポスト」（昭和４０年４月～昭和６０年３月） 

⑥「目指す児童像『お・い・ま・つ』」（平成７年：１９９５年） 

⑦「校歌」（昭和３１年：１９５６年） 

⑧「初代校旗」（１９５５年～２０１９年） 

  ・昭和３０年（１９５５年）に父母の会８名より寄贈される。初代校旗

は、正面玄関の職員室入り口前に、飾られている。 

  ・平成３１年（２０１９年）に２代目校旗が後援会より寄贈されました。

学芸会などで募金活動も行っているので、多くの人たちの気持ちも入っています。 
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◆◆◆２学期にがんばってほしいこと◆◆◆ 
 ２学期にあたって頑張ってほしいことを子供たちに二つ伝えました。家でも話題にしていただ

き、同じ方向を向いて取り組んでいただけると大変心強いです。 

① 考える力 

 新型コロナウイルス感染症を防ぐためには、２学期も、３密を防ぐことや外から帰ったときな

どのこまめな手洗いなどの「新しい生活様式」をきちんと守ることが必要です。どのようなこと

に気を付けなければならないか、先生や家族に言われてするのではなく、いろいろな場面で自分

で考えて行動してほしいと思います。 

 また、学校の活動や行事などについて、感染症防止でいろいろな制限があり、今までにない形

で行うことも多くなっていますが、できる範囲の中でどのようなことができるか、新しい形を自

分たちで創ってほしいと思います。「ピンチはチャンス」という言葉があります。この経験は、新

型コロナウイルス感染症が収まった後も、きっと皆さんの財産になると思います。 

 勉強もそうです。毎日の授業、朝学習や宿題、自主学習など、１学期の反省を踏まえ、２学期

にどのように取り組むかしっかりと考えてほしいと思います。そして、決めたことを続けること

が大切です。「継続は力なり」です。皆さんの未来を創っていくのです。 

 

② さわやかな挨拶 

 児童会を中心にリーダーシップをとって取り組んでくれたおかげで、校内の挨拶が活発になっ

ていると感じます。この挨拶を登下校中など、地域でも広げてほしいと思います。老松小学校の

児童のみなさんが、さわやかに挨拶をすることが、大人たちを、そして地域を元気にしていくこ

とでしょう。みんなで引き続き頑張っていきましょう。 

 

◆◆◆お知らせ◆◆◆ 
【参観日・懇談会への参加について】 

  ９月の参観日は、分散参観日で短時間とはなりますが、予定どおり開催する予定です。その

後には、人権に関する懇談会が行われます。今年度のテーマは「ポジティブな行動支援」です。

子供にこうなってほしいという思いのもと、「悪いところ、できていないところ」に目がいって

しまいがちになります。でもそれが、「よいところ、できているところ」に目を向け、それを言

葉に出してほめることができれば、子供も大人もみんな笑顔になれると思いませんか？ 

老松小学校の教職員も夏休みに研修を行い、そのよさやすばらしさを実感しています。どう

ぞ保護者の皆様にもそのことをお伝えできたらと考えています。皆様のご参加をお待ちしてい

ます。 

【今年度の特別支援教育コーディネーターについて】 

今年度の特別支援教育コーディネーターは、教務主任の戸田俊弥と特別支援学級担任の松永

圭生慈です。校内の支援体制や外部機関との連携、進路相談等、保護者の方との相談窓口とな

っています。お気軽にご相談ください。 


